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～多摩・ 島し ょ 地域における SD G s の実践に向けて～



■アン ケート 結果の見方

　 ・ 調査数（ n= Number of cases） と は、 回答者総数ある いは分類別の回答者数のこ

と である 。

　 ・ 設問種別のう ち 、 SA は単一回答式、 M A は多肢選択式、 FA は自由回答式である。

　 ・ 回答の構成比は百分率で表し 、 小数点第２ 位を 四捨五入し て算出し ている。 従っ

てグラ フ ・ 表中の表記の数値の合計が 100％になら ない場合がある。 ま た、 複数

の選択肢の回答割合の合計は四捨五入を 行う 前の数値を 合計し ている ため、 グラ

フ の表記と 小数点以下の数値に誤差が出る場合がある 。

　 ・ 回答者が１ つの設問で２ つ以上の回答を する こ と ができ る 多肢選択式の質問にお

いては、 全ての選択肢の比率を 合計する と 100％を 超える 。

　 ・ 比率が少ない選択肢については、 図表上の比率の表示を 省略し ている 場合がある。

　 ・ 図表及び文章中で、 選択肢の語句等を 一部簡略化し ている 場合がある 。



概要版



○自治体 SDGs に関する概論

■　 SDGs は、 2015 年 9 月に国連サミ ッ ト において採択さ れた国際的な目標である。 17 のゴール、

169 のタ ーゲッ ト 、 232 の指標で構成さ れている 。

■　 2016 年 12 月に我が国の指針と し て決定し た「 持続可能な開発目標（ SDGs） 実施指針」 には、

自治体の役割が明記さ れており 、 自治体は各種計画等に SDGs の要素を 反映する こ と や、 関

係する住民や企業などのステーク ホルダーと の連携の強化が求めら れている。

■　 自治体にと っ ても SDGs はメ リ ッ ト があり 、 初歩的な取組においても 多様なステーク ホルダー

と ゴールを 共有でき たり 、 地域の立ち位置を 確認でき たり する 。

■　 一方で SDGs に対する 理解度が不十分なま ま、 形式的な 取組と な る こ と が少なく な く 、 結果

と し て、 SDGs に取り 組んでいる ふり になっ てし まう ケースも ある 。

○多摩・ 島し ょ 地域における現状と 課題

＜自治体アン ケート ＞

■　 SDGs に対する関心は高いも のの、 SDGs を 政策のアッ プデート （ こ れまでにない視点の追加や

未解決・ 未実施の課題への着手等） に積極的に活用し ている自治体はまだあまり 見ら れていない。

■　 全庁的な組織の設置はなく 、 地域の事業者などと の連携も ほと んど見ら れていない 。 SDGs に

関する 宣言やビ ジョ ン を 策定し ている ケースはほと んどなく 、 目標・ 指標の設定・ 活用はこ

れから の状況である 。 計画行政と の関連では、 SDGs を 総合計画に位置づけて取組を 進めてい

こ う と する 傾向が強い。 評価・ フ ォ ロ ーア ッ プ 体制の構築・ 検討も こ れから の状況で あり 、

SDGs を 積極的に導入・ 活用し よ う と する気運はまだ表れていない。

■　 SDGs 推進の課題・ 障壁は、 行政内部での理解・ 経験・ 専門性や予算・ 資源の不足が多く 挙げ

ら れ、 支援策と し て はガイ ド ラ イ ン・ アド バイ ス・ 情報提供と 、 補助金交付・ 財政措置等が

挙げら れている。図表 #REF!
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

指標の設定

フォローアップ・評価の仕組みの構築

将来のビジョンづくり

対外的な情報発信による学習と成果の共有

体制づくり

関係者（ステークホルダー）との連携

普及啓発活動

各種計画への反映

その他（推進または推進を予定しているもの）

推進している 今後推進していく予定である 今後推進を検討していく予定である 推進しておらず、今後当面推進していく予定もない 無回答

（n=39）

多摩・ 島し ょ 地域における SDGs に関する取組の推進状況（ SA）



○多摩・ 島し ょ 地域の住民の認識、 潜在的ニーズ

＜住民アン ケート ＞

■　 SDGs の認知度は約４ 割である が、 SDGs のゴールには６ ～８ 割の共感が得ら れている こ と か

ら 、 わかり やすく 伝える こ と で共感を 得ら れる 可能性がある。

■　 過半の住民は自治体 SDGs の取組への参加・ 協力に前向き である。「 わから ない」 と いう 層も 多

いため、 SDGs の認知が進めば、 さ ら に住民の理解や協力が広がる 可能性がある。

■　 人口の増加が見込まれる 自治体は、 住民が参加・ 協力によ り 積極的な傾向が見ら れる。

　 　 逆に人口の減少が見込まれる 自治体は、 啓発活動により 力を 入れる 必要がある 。

○自治体 SDGs に関する事例分析

＜自治体における先進事例＞

■　 効果的な取組を 進めている 先進事例には、 ステーク ホルダーと の連携や計画行政への位置づ

け等のパタ ーンがあっ た。

パタ ーン 該当の自治体 ポイ ント

大学・ JC など核と なる ステー
ク ホルダーと の連携

金沢市等
・ それぞれの強みを 生かし た連携体制を 構築
・ 計画等の策定当初から ス テ ーク ホルダーと 協働し 、

連携の輪を 広げている

内閣府の枠組みの活用・ 企業
と の共創関係

日野市等
・ SDGs を 共通言語と し て活用し 、 官民連携を 推進
・ 企業と 連携し 、 GIS を 活用し たロ ーカ ル指標の設定・

活用に取り 組む

庁内の仕組みの構築、 計画行
政への位置づけ

鎌倉市等
・ 17 のゴールを 、 各施策の強み・ 弱みを 抽出するフ ァ ー

スト ステッ プに参照

市民と の共創の推進
金沢市・ 日野市・
鎌倉市等

・ SDGs を 、 多様な ス テ ーク ホルダーが同じ 方向を 見
て協力でき るも のと 捉え、 共創関係の構築に活用

＜多摩・ 島し ょ 地域における ステーク ホルダーの取組状況＞

■　 多摩・ 島し ょ 地域において も 、 金融機関や大学、 青年会議所が SDGs を 推進し ている。 長崎

大学島嶼 SDGs プ ロ ジ ェ ク ト や公益社団法人日本青年会議所等の取組を 参考にする こ と で、

多摩・ 島し ょ 地域のステーク ホルダーと 連携し て取組を 進めら れる 可能性がある 。

居住する市町村の SDGs の取組に参加・ 協力し たいか（ SA）図表

対象：Q13お住まいの市町村がSDGsに関係する取り組みを推進していたら、何らかの形で参加・協力したいと思いますか。あてはまるもの

軸　：人口動向
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○ SDGs 未来都市※の取組状況

＜ SDGs 未来都市アン ケート ＞

■　 ７ 割が全庁組織を 設置し て取組を 推進し ている 。

■　 担当の所属部署や庁内の複数部署で理解が広がっ ている も のの、 全庁的な理解の浸透には至っ

ていない傾向が見ら れる 。

■　 目標と 指標については、 ビ ジョ ン の設置と 17 のゴールと の対応関係の整理から 着手する ケー

スが多いこ と が伺える。

○多摩・ 島し ょ 地域における自治体 SDGs 推進のあり 方

■　 自治体が SDGs に取り 組む意義・ メ リ ッ ト を 再確認し た上で、 自地域に適し た形で効果的に

取り 組んでいく こ と が重要と なる 。

意義・ メ リ ッ ト 概　 要

①政策のアッ プデート
SDGs を 通じ てこ れまでになかっ た視点を 追加し 、 解決し ていなかっ た
課題、 取り 組めていなかっ た課題に着手するき っ かけにでき る。

②イ ンタ ーリ ンケージ
　（ 課題や目標が、それぞれつながっ

ているという 捉え方や考え方）

それぞれの課題や目標を つなげて捉え、 経済・ 社会・ 環境の 3 側面の相
互連関を 踏まえた取組にするこ と ができ る。

③外部と の連携
SDGs を 共通言語と し てゴールを 共有する こ と で 、 地域の多様なステー
ク ホルダーと の連携関係の構築や協働を スムーズに進めら れる。

④国際的なフ レ ームワーク で
の取組の推進

SDGs を 共通言語と する こ と で、 他都市と の交流も 進めやすく なる。 自
治体と 国際機関が直接結びつく こ と につながる。

⑤グローバルな視点での見直
し ・ 質の向上

国際的なフ レ ームワーク で政策や取組を 見つめ直すこ と で、 グロ ーバル
な視点から 政策の質を 高めるこ と ができ る。

■　 SDGs の 17 のゴ ールを 踏ま え、 169 のタ ーゲッ ト レ ベルで目標や施策を 検討・ 工夫し 、 論理

性を 持たせながら 必要な指標を ロ ーカ ラ イ ズし て設定し つつ、 総合計画等に反映さ せていく

こ と が重要である 。

■　 SDGs 未来都市及び多摩・ 島し ょ 地域自治体ア ン ケート 結果等を も と に設定し た 「 自治体

SDGs 推進モデル」 と 、 自治体が取組を 次のステッ プに進める 上での障壁（ ボト ルネッ ク ） を

参考に、 解決策を 検討する こ と で効果的に SDGs の取組を 進める こ と ができ る 。

■　 人員等の体制面や委託費等の財政面によ り 取り 組むこ と が難し い島し ょ 地域においても 「 島

し ょ SDGs・ フ ォ ーマッ ト 、 指標例」 を 参考と する こ と で簡易に取り 組める 。

図表 67

問7SDGsの理解度

図表 71

問9SDGsの目標と指標
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

担当がSDGs概要について理解している

庁内の複数部署で理解が広がっている

担当の所属部署内で理解が広がっている

地域の事業者・団体などに理解が広がっている

全庁的にSDGsが浸透している

住⺠を含む地域の多様なステークホルダーに
理解が広がっている

全庁的に職員が自分事としてSDGsを捉え、
仕事に生かしている

無回答 (n=63)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

2030年を⾒据えたビジョン・⽬標を設定している

ビジョン・⽬標と17のゴールとの対応関係を整理している

SDGs推進の宣⾔を⾏っている

独自のローカル指標を設定している

ビジョン・⽬標と169のターゲット・232の指標との対応
関係を整理している

内閣府の「地方創生SDGsローカル指標リスト」を活用
している

無回答 （n=63）
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※ SDGs 未来都市は、 自治体による SDGs の達成に向けた優れた取組を提案する都市と し て内閣府が選定し ている

SDGs の理解度 (MA) SDGs の目標と 指標 (MA)



自治体における SDGs 推進モデル（ ルーブリ ッ ク ／取組フ ロー）

取組ステッ プ

ステッ プ① ステッ プ② ステッ プ③ ステッ プ④ ステッ プ⑤

取
組
分
野

1　 理解・
　 啓発　

①担当・ 庁内への
理解の広がり

②地域の事業者・
団体への理解の
広がり

③全庁的な理解の
広がり

④住民への理解の
広がり

⑤全庁的に自分事
と し て仕事に活
用

2　 取組
　 体制　

①所管業務の一部
と し て推進

②横断組織等を 設
置

③地域の事業者・
団体による推進

④専門部署を 設置 ⑤地域のステーク
ホルダーと の推
進体制を 整備

3　 目標・
　 指標　

①宣言・ ビジョ ン
を 設定

② 17 ゴ ー ルと の
対応関係の整理

③ 169 タ ーゲット・
232 指標との対
応関係の整理

④内閣府のローカ
ル指標リ スト を
活用

⑤独自のローカ ル
指標を 設定

※レ ベル差有

4　 計画・
アク ショ ン
プログラ ム　

①総合戦略・ 総合
計画等に掲げる

②総合計画の中で
17 ゴ ー ルと の
関係を 整理

③独自のアク ショ
ンプログラ ムを
策定・ 予定

④モデル事業を 推
進

⑤ SDGs の観点で
抜 け 漏 れ の
チ ェ ッ ク な ど
の分析を 実施

5　 評価・
フ ォ ロ ー
アッ プ　

①評価・ フ ォ ロー
ア ッ プ の 仕 組
み・ 体制を 検討

②指標を 用いた達
成状況の内部評
価を 実施

③外部の意見の反
映、 外部評価を
実施

④フ ォ ローアッ プ
の仕組み・ 体制
を 構築

⑤フ ォ ローアッ プ
を 実施

自治体 SDGs 推進モデル（ ルーブリ ッ ク ）

自治体 SDGs 推進モデル（ 取組フ ロ ー）

ステップ
①

ステップ
②

ステップ
③

ステップ
④

ステップ
⑤

１理解・
啓発

庁内

地域

２取組
体制

庁内

地域

３目標・
指標

４計画・
アクション
プログラム

５評価・
フォロー
アップ

取
組
分
野

①担当・庁内への
理解の広がり

⑤全庁的に自分事
として仕事に活用

②地域の事業者・
団体への理解の

広がり
④住⺠への理解の

広がり

③全庁的な理解の
広がり

①所管業務の
一部として推進

②横断組織等を
設置

③地域の事業者・
団体による推進

⑤地域のステーク
ホルダーとの
推進体制を整備

④専門部署を設置

①宣言・ビジョン
を設定

②17ゴールとの
対応関係の整理

③169ターゲット・
232指標との

対応関係の整理
④内閣府のローカル
指標リストを活用

⑤独自のローカル
指標の設定

①総合戦略・
総合計画に掲げる

③独自のアクション
プログラムを策定・

予定

②総合計画の中で
17ゴールとの
関係を整理

④モデル事業を
推進

⑤SDGsの観点で
抜け漏れチェック
などの分析を実施

①評価・フォロー
アップの仕組み・

体制を検討

②指標を用いた
達成状況の

内部評価を実施

③外部の意見の
反映、外部評価を
実施

④フォローアップの
仕組み・体制を

構築
⑤フォローアップを

実施
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